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高度情報化の波は社会のあらゆる分野に及び，看護においても医療情報
のデジタル化に伴い変革を進めてきた歴史がある。進展する情報化社会に
おいて，看護職が望むと望まざるに拘わらず，働く環境は大きく変化して
きた。また，看護職は未来を創造しつつ，道具であるコンピュータや看護
を取巻く情報システムを有効に活用し，質の高い看護を提供するために運
用に耐えるシステムを提案してきた。

筆者が未知の世界であった病院の電算化システムと出会ってから退職に
至るまで，およそ半世紀が経過した。ここでは，筆者のコンピュータとの
関わりを「医療における看護の情報システム」「地域における看護の情報シ
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ステム」「看護研究に活用する情報システム」「看護基礎教育における情報
システム」として，その概要を紹介する。詳細は，文献を繙いてほしい。

なお本論文は，筆者の『令和４年度 島根県立大学出雲キャンパス 特別・
退職記念講：“真”実を“信”じてもらうために！』の内容の一部をまとめ
たものである。

キーワード：情報化社会，看護情報システム

はじめに

高度情報化の波は社会のあらゆる分野に及
び，看護においても医療情報のデジタル化1）に
伴い変革を進めてきた歴史がある。国の政策で
あったe-Japan はu-Japan に2），そして情報化
社会（Sosiety4.0）に続く新たな社会（Sosiety5.0）
が 提 唱 さ れ た3）。 今 で は，IT：Information 
Technology 化 に よ る 量 的 な 変 化 に，DX：
Digital Transformation による質的な変化をス
ピーディーに進めていくことが求められている
が4），医療・福祉産業におけるDX は遅れを指
摘されている5）。

進展する情報化社会において，看護職が望む
と望まざるに拘わらず，働く環境は大きく変化
してきた。看護職は未来を創造しつつ，道具で
あるコンピュータや看護を取巻く情報システム
を有効に活用し，質の高い看護を提供するため
に運用に耐えるシステムを提案してきた。

ここでは，看護情報システムの変遷を理解す
る一助になることを願い，筆者のコンピュータ
との関わりを紹介する。

Ⅰ．医療における看護の情報システム

わが国の病院における具体的なシステム導入
は，1980年代に医事会計システムから始まり，
検査・薬剤・放射線・食事など各部門のシステ
ムから，次第にオーダリングシステム（ordering 
system）へと発展してきた6）。オーダリングシ

ステムとは，従来の人手や搬送設備を介して
行ってきた多種多様な伝票による情報伝達をコ
ンピュータで処理する“情報の発生源入力”で，
正確にはオーダーエントリーシステム（order 
entry system）である7）。看護の情報システム
としては，勤務表や病床管理などの管理業務と
してのシステム，他部門が入力したデータや情
報を有効活用するシステム，看護計画などの看
護業務や患者ケアを支援するシステム，看護そ
のものを支援するシステムに大別できる8）。

縁あって，1999年に誕生した電子カルテの開
発に参画し，看護システムが稼働した9, 10）。電
子カルテは，電子媒体の原本性が法的に認めら
れ，紙カルテに変わるという大きな進展であ
る11）。この看護システムを開発する基となった
のは，米国の先駆的病院を参考に看護過程を思
考し続けたことにある12, 13, 14, 15, 16）。オーダリング
システムを上手に利用すれば看護業務を支援す
ることができる（看護業務支援システム）。し
かし，看護そのものを支援するシステム（看護
支援システム）はベットサイドシステムが必須
である。1990年当時のアメリカでは，ベッド
サイド端末が開発され専用機や専用キーボー
ドを活用していた17）。また，システムの導入効
果を①直接的で計量可能なもの，②直接的で質
的なもの，③間接的だが計量可能なもの，④看
護の質に関するもの，に分類して評価されてい
た18）。改めて，電子カルテを稼働させることは
方法であって目的ではないことを痛感した。

ベッドサイド端末は，ベッドサイドに設置す
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るタイプと看護師が携帯するタイプに大別され
る。1990年にアメリカで開催されたベッドサイ
ド端末会議や医療情報展示会では設置型が紹介
されており，入力にバーコードリーダーが活用
されていた18）。また，情報システムは運用に耐
えることが必須だが，手書きの業務を移行する
のではなく，医療全体の仕組みを整え，それに
伴うメリットを最大限に生み出すことを考えて
開発されていた。

ちなみに，わが国初の電子カルテは，基本構
想から約７年以上を要して1999年８月１日に
統合情報システムとして稼働した19）。看護師は
ノートパソコン（汎用機）を携帯し，ベッドサ
イドで活用する看護システムである20）。

Ⅱ．地域における看護の情報システム

2020年は新型コロナウイルス対策を契機に，
オンライン診療が本格的に根付き始め，オンラ
インという考えが基本になりつつある。機器の
開発と共に，医療情報は部門単位から施設単位，
そして地域単位へと徐々に広がり，都道府県単
位または国単位で包括されて管理され，利用す
る時代が来た。

1985年頃，名古屋市医師会で検討されていた
ホームケアサポートシステムにおいて，患者情
報収集サブシステムについて検討し，患者宅に
設置する特殊端末の開発に取組んだ。特殊端末
は手づくりの試作品で，患者入力用キーパット
とコントロールボックスからなり，使う人を思
い描きながら試行錯誤し，電子部品の購入，基
板の組立て，アセンブラでプログラミングし
た21）。1997年からは，情報ネットワークを活用
し在宅支援システムやテレケアをメンバーの一
人として検討した22, 23）。

今では，ネットワークを活用して病院・診療
所・訪問看護ステーション・薬局・介護施設等
が診療情報を共有することで質の高い医療・介
護サービスを提供し，「ときどき入院，ほぼ在宅」
の社会が実現しつつある。また，医療関連情報
の電子化や標準化が進んだことから，医療費や
健康診断の内容を分析できるようになり，健康
保険法に基づく保健事業の実施等に関する指針

により，全ての健康保険組合にデータヘルス計
画が義務付けられ，2024年度は第３期がスター
トする24）。

Ⅲ．看護研究に活用する情報システム

1984年大学院に進学し，保健指導の評価に
ついて考えるようになった。食事の摂取内容が
正確に把握可能な入院患者を対象として病院食
の摂取割合に影響を及ぼす各種要因を検討し
た25, 26）。実際に摂取した熱量は，皿ごとに配膳
重量と摂取後の残量を計量し，病院で稼働して
いた部門別システムを用いて算出した。

電子カルテの効用の一つにデータの二次利用
があり27），看護研究にも活用することができる。
電子化されたデータは，後ろ向き研究（後方視
的研究）に活用され，任意の条件で抽出や集計
が容易に行えることから，看護研究を強力にサ
ポートするツールである。

Ⅳ．看護基礎教育における
情報システム

2020年のCOVID-19流行により社会全般の
デジタル化の遅れが露呈したが，大学は遠隔教
育28）が一気に進んだ。振り返ると，2008年に
採択された文部科学省の質の高い大学教育推進
プログラム『ｅポートフォリオによる自己教育
力の育成～モバイル端末を活用した参画型看護
教育で培うキャリア育成～』の取組みそのもの
である29）。この事業では，学生全員にノートパ
ソコンを貸与し，学内に整備した無線RUN の
環境下で，授業中も双方向で活用できる事業を
展開した。

おわりに

本論文は筆者の 『令和４年度 島根県立大学
出雲キャンパス 特別・退職記念講：“真”実を

“信”じてもらうために！』の内容の一部をま
とめたものである。

筆者が大学に入学し，未知の世界であった病
院の電算化システムと出会い，医療情報システ
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ムに興味を持ち始めたのが1976年頃である。大
学の病院や研究室にある様々な機器に興味津々
で触っていると不具合に遭遇することが多々
あったが，教授から「機械は使わなくても壊れ
るんだよ，使って壊れるなら本望」と言われた。
また，大学に入学して間もない頃の授業で，「病
気の治療は信じてするが，病理学は真実なんだ」
と聴いた。うまく説明できないが，治療は生き
ている人を対象に行い，病理学は組織や遺体か
ら最終診断を担うからだと理解している。大学
院に進学した1984年頃には“看護の研究活動を
通して得たエビデンスのある真実を伝え，真実
を信じてもらえる人でなければならない”と思
うようになっていた。研究的に取組んだ調査や
開発は研究論文として公表し，真実を伝えるこ
とができる。しかし，視察した内容を公表する
には，信じてもらえなければ掲載されることは
ない。また，博士号を取得した1988年頃，恩師
から「受けた恩は，受けた人には返せない」と
言われ，恩は返すのではなく次に続く後輩に伝
えるものだと教えられた。“真実を信じてもら
える人として，未来を創造しながら誠実に向き
合うこと”に努め，自由に学べる環境と気づき
をいただいた恩師に感謝しかない。

自宅の本棚に，博士論文のデータを保存した
磁気テープ，論文やそのデータなどを保存した
様々なサイズのフロッピーディスク（８インチ，
5.25インチ，3.5インチ）を置いている。自宅で
は開いて見ることはできないが，今までの半世
紀を思い出しながら，これからの看護情報シス
テムを楽しみにしている。
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